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平
成
29
年
９
月
定
例
会
は
、

９
月
４
日
か
ら
14
日
ま
で
の

11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
29
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
等
５
件
、
28

年
度
各
会
計
決
算
認
定
11
件
、

人
事
案
件
１
件
、
条
例
の
一

部
改
正
案
１
件
、
工
事
請
負

契
約
１
件
が
提
出
さ
れ
、
慎

重
審
議
の
結
果
、
全
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
か
ら
は
、
全
国
森
林

環
境
税
の
創
設
に
関
す
る
意

見
書
な
ど
３
件
の
意
見
書
を

提
出
し
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一

般
質
問
は
４
人
の
議
員
が
行

な
い
ま
し
た
。

人　

事

 

☆
西
川
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
（
新
任
）

　

大
泉
奈
緒
子
さ
ん
（
海
味
）

※
平
成
29
年
９
月
30
日
を
も
っ

て
長
登
恵
子
さ
ん
が
任
期
満
了

と
な
る
た
め
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

 

意
見
書
の
提
出

 

☆
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に

関
す
る
意
見
書

　

平
成
29
年
度
税
制
改
正
大
綱

に
お
い
て
、
「
市
町
村
が
主
体

と
な
っ
て
実
施
す
る
森
林
整
備

等
に
必
要
な
財
源
に
充
て
る
た

め
、
個
人
住
民
税
均
等
割
の
枠

組
み
の
活
用
を
含
め
都
市
・
地

契
約
の
締
結

☆
平
成
29
年
度
西
川
町
定
住
促

進
住
宅
建
設
工
事

＊
契
約
金
額

　
　

１
億
１
千
８
８
０
万
円

＊
契
約
相
手
方

　
　

株
式
会
社　
佐
藤
建
設

＊
契
約
の
方
法

　
　

指
名
競
争
入
札

＊
工
期

　
　

平
成
30
年
３
月
30
日

＊
建
物
の
概
要

　

・�

木
造
２
階
建
て
※
メ
ゾ

ネ
ッ
ト
型
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・�

１
棟
６
戸
、
延
べ
床
面
積

４
８
９
・
40
㎡

（
全
員
賛
成
）

現
在
２
棟
あ
る
若
者
定
住

促
進
住
宅
と
混
同
し
な
い

よ
う
「
愛
称
」
な
ど
を
付
け
て

は
ど
う
か
。

質
問
を
受
け
、
愛
称
を
付

け
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
て
い
る
。
今
後
、
対
応
を

考
え
た
い
。

条
例
の
一
部
改
正

☆
西
川
町
路
線
バ
ス
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

運
行
路
線
10
路
線
の
う
ち
３

路
線
に
つ
い
て
、
始
点
と
終
点

を
改
正
す
る
こ
と
で
、
利
用
者

の
迅
速
か
つ
安
全
な
運
送
と
効

率
的
な
運
行
を
行
な
う
こ
と
に

よ
り
、
町
民
の
福
祉
の
増
進
に

寄
与
す
る
。

　

ま
た
、
３
年
に
一
度
の
、
道

路
運
送
法
第
79
条
の
６
に
基
づ

く
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
登
録

申
請
の
有
効
期
限
満
了
に
伴
い
、

更
新
す
る
た
め
の
改
正
で
あ
る
。

主
な
改
正

＊
虎
屋
酒
造
線

　

終
点
を
「
に
し
か
わ
保
育

園
」
か
ら
「
間
沢
」
に
改
め
る
。

＊
岩
根
沢
線

　

始
点
を
「
岩
根
沢
小
下
」
か

ら
「
桂
林
」
に
改
め
る
。

＊
小
山
線

　

終
点
を
「
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
か
ら
「
間
沢
」
に
改
め

る
。

＊�

道
の
駅
に
し
か
わ
・
寒
河
江

駅
線

　

「
綱
取
」
を
「
綱
取
不
動

尊
」
に
改
め
る
。（

全
員
賛
成
）

問答

９月
定 例 会 平成28年度の 各会計決算を認定

方
を
通
じ
て
国
民
に
等
し
く
負

担
を
求
め
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
創

設
」
に
関
し
、
「
平
成
30
年
度

税
制
改
正
に
お
い
て
結
論
を
得

る
」
と
明
記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

森
林
・
林
業
・
山
村
対
策
の
抜

本
的
強
化
を
は
か
る
た
め
の

「
全
国
森
林
環
境
税
」
の
早
期

導
入
を
強
く
求
め
る
。

（
賛
成
８
・
反
対
１
）

反
対　

飯
野
咲
子

☆
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

①
社
会
保
障
や
環
境
保
全
、
地

域
交
通
確
保
、
人
口
減
少
対
策
、

東
日
本
大
震
災
避
難
者
対
策
な

ど
、
継
続
・
増
大
す
る
地
方
自

治
体
の
財
政
需
要
を
的
確
に
把

握
し
こ
れ
に
見
合
う
地
方
一
般

財
源
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

②
特
に
、
子
育
て
支
援
、
医
療

と
介
護
・
福
祉
の
連
携
を
進
め

る
「
地
域
包
括
生
活
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
、
生
活
困
窮
者
対
策
、

介
護
保
険
・
国
民
健
康
保
険
制

度
の
見
直
し
な
ど
、
増
加
す
る

社
会
保
障
ニ
ー
ズ
へ
対
応
す
る

た
め
、
人
材
確
保
を
含
め
た
社

会
保
障
予
算
の
確
保
と
地
方
財

政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

③
地
方
交
付
税
の
算
定
に
お
い

て
は
、
住
民
生
活
の
安
心
・
安

全
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
前
提

と
し
、
地
方
の
特
色
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
、
き
め
細
や
か
な

算
定
方
式
の
導
入
を
行
う
こ
と
。

④
地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
機

能
・
財
政
調
整
機
能
の
強
化
を

は
か
り
、
小
規
模
自
治
体
に
配

慮
し
た
段
階
補
正
の
強
化
な
ど

の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

（
全
員
賛
成
）

☆
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１

復
元
を
は
か
る
意
見
書

①
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
改

善
の
た
め
に
、
計
画
的
な
教
職

員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

②
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の

維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負

担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
元
す

る
こ
と
。

（
全
員
賛
成
）

※
３
件
の
意
見
書
の
提
出
先
は
、

関
係
大
臣
、
衆
・
参
議
院
の
両

議
長
で
す
。

 

教
育
委
員
会
事
務

 

事
業
評
価
点
検
報
告

 　

伊
藤
功
教
育
長
よ
り
、
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
第
26
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
平
成
28
年
度

教
育
委
員
会
所
管
事
務
事
業
の

う
ち
７
つ
の
事
業
に
つ
い
て
、

点
検
と
評
価
を
行
っ
た
旨
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

▲ 建設工事が始まった定住促進住宅（海味）
 　　　※ 後方の白い建物は若者定住促進住宅

▲ 高性能林業機械「フォワーダ」による木材搬出作業

※
メ
ゾ
ネ
ッ
ト

　
　

集
合
住
宅
の
１
住
居
が
２
階
建
て
に

な
っ
て
お
り
、
中
に
階
段
を
設
け
て
上
下

階
を
つ
な
ぐ
タ
イ
プ
。



4西川町議会だより 第102号　5

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
係
る
シ

ス
テ
ム
改
修
に
つ
い
て
現

場
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

旧
姓
使
用
拡
大
や
年
金
に

対
応
す
る
た
め
の
改
修
で
、

町
民
の
利
便
性
が
高
ま
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
仮
称
）整
備
設
計

旧
西
部
中
に
も
資
料
が
展

示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

を
ど
う
生
か
す
の
か

旧
西
部
中
に
展
示
し
て
い

た
民
具
を
旧
川
土
居
小
に

移
し
、
人
々
の
暮
ら
し
や
産
業

変
化
な
ど
の
民
俗
資
料
と
し
て

の
展
示
を
考
え
て
い
る
。

モニターの声 （６月定例会）第３セクターの経営状況について、議員の方々のもっとつっこんだ討論、意見に期待する。

平成２９年度の補正予算案は次のとおり可決しました。

　◆一般会計
　　５４億３，７３５万２千円（8,830万9千円追加）
　　　　　　　（賛成８・反対１：飯野咲子）

　◆西川町国民健康保険特別会計
　　７億６，８２８万６千円（  257万9千円追加）
　　　　　　　　　　　　　　　（全員賛成）

　◆西川町農業集落排水事業特別会計
　　　　３，０４５万６千円（　274万3千円追加）　（全員賛成）

　◆西川町介護保険特別会計
　　７億６，５８６万８千円（1,180万6千円追加）　（全員賛成）

　◆西川町水道事業会計（資本的支出）
　　　　４，７９０万６千円（   72万3千円追加）　（全員賛成）

（万円未満四捨五入）

質
疑
・
応
答

ふ
る
さ
と
納
税
対
策
経
費

経
費
の
う
ち
寄
付
者
へ
の

返
礼
品
は
寄
付
額
に
対
し

何
割
か
。

送
料
を
含
め
る
と
57
％
程

度
に
な
る
が
、
割
合
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

総
務
省
か
ら
は
返
礼
品
割

合
を
30
％
に
お
さ
え
る
よ

う
指
導
が
あ
る
が
、
そ
う
な
っ

た
場
合
、
産
品
変
更
の
周
知
方

法
は
。パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
な
う
。

顔
の
見
え
る
や
ま
が
た
の
木
で

家
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金

こ
の
補
助
金
の
交
付
先
は

ど
こ
か
。

西
山
杉
利
用
促
進
協
議
会

の
住
宅
建
築
部
会
「
西
川

町
匠
の
会
」
で
あ
る
。

補正
予算

問問問 答答答

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
進
捗

は
。

森
林
組
合
が
実
施
し
、
町

が
支
援
し
て
い
く
。
現
在

地
元
と
協
議
中
で
あ
る
。

問

問

答

答

旧
川
土
居
小
は
２
、
３
階

を
資
料
館
と
し
て
計
画
し

て
い
る
が
、
１
階
を
食
堂
と
し

て
利
用
し
て
お
り
、
そ
こ
で
火

を
使
う
こ
と
に
問
題
は
な
い
か
。

消
防
法
等
を
考
慮
し
安
全

に
十
分
に
配
慮
し
た
設
計

を
す
る
。

問

問

答

答

▲ 民具が展示されている旧西部中学校▲ 町歴史民俗資料館（仮称）として整備予定の旧川土居小学校

■教育費

町歴史民俗資料館（仮称）整備

　　　　　　実施設計業務委託料……… 440万円

公民館等施設整備事業補助金…………… 105万円

スキー競技用タイム計測システム購入費…356万円

国民健康保険特別会計

事業確定に伴う交付金等超過分返納…… 258万円

農業集落排水事業特別会計

本道寺処理場放流流量計更新工事……… 274万円

西川町介護保険特別会計

決算に伴う介護給付費準備基金積立金…941万円

介護給付費交付金返納金………………… 139万円

一般会計繰出金…………………………… 101万円

水道事業会計

消火栓更新工事費負担金………………… 72万円

主な補正予算歳出
一般会計
■総務費

公会計制度導入支援業務委託料………… 367万円

システム改修委託料

　マイナンバーカード記載事項充実…… 324万円

　社会保障・税番号制度システム整備… 54万円

ふるさと納税対策経費………………… 6,160万円

地域づくり活動補助金…………………… 79万円

月山湖大噴水点検整備委託料…………… 56万円

■民生費

障害者自立支援給付支払システム
　　　　　　　　　　　改修委託料…… 86万円

介護保険特別会計繰出金………………… 139万円

■農林水産業費

農業集落排水事業特別会計繰出金……… 274万円

■消防費

消火栓更新工事費………………………… 72万円

防災行政無線電柱共架関係工事費……… 54万円
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４
人
の
一
般
質
問

観
光
面
で
の
利
用
は

競
技
カ
ヌ
ー
で
は
、

西
川
町
月
山
湖
は
全

国
に
名
を
売
っ
て
い
る
が

観
光
面
で
の
利
用
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。こ

れ
ま
で
様
々
な
全

国
レ
ベ
ル
の
カ
ヌ
ー

大
会
を
招
致
し
、
交
流
人

口
の
増
大
を
図
り
観
光
振

興
に
つ
な
げ
て
き
た
。

　

ま
た
、
月
山
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
タ
で
の
カ
ヌ
ー
体
験

な
ど
観
光
資
源
と
し
て
の

活
用
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ

ー
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

核
兵
器
禁
止
条
約

７
月
７
日
、
国
連
で

「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
が
賛
成
多
数
に
よ
り

採
択
さ
れ
た
。
世
界
で
唯

一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本

の
政
府
は
不
参
加
と
し
た

が
、
「
核
兵
器
廃
絶
国
際

署
名
」
に
署
名
を
し
て
い

る
町
長
と
し
て
の
所
見
は
。

国
内
外
の
情
勢
を
総

合
的
に
ふ
ま
え
た
、

非
常
に
高
度
な
日
本
政
府

の
判
断
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

世
界
の
恒
久
平
和
を
実

現
す
る
た
め
に
、
全
国
民

で
の
議
論
が
行
わ
れ
、
唯

一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本

が
求
め
る
核
な
き
世
界
が

実
現
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
。

な
ど
新
た
な
取
組
み
を
加

え
「
カ
ヌ
ー
の
町
西
川
」

を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
。

１
０
０
０
ｍ
コ
ー
ス

計
画
は月

山
湖
カ
ヌ
ー
競
技

場
の
１
０
０
０
ｍ
コ

ー
ス
延
長
計
画
は
現
在
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。

山
形
県
等
関
係
機
関

に
、
実
現
に
向
け
た

整
備
手
法
の
協
議
や
支
援

を
お
願
い
し
て
き
て
い
る
。

県
カ
ヌ
ー
協
会
と
し
て
も

県
や
日
本
カ
ヌ
ー
連
盟
等

関
係
機
関
に
、
コ
ー
ス
整

備
の
た
め
の
財
政
的
支
援

核
の
ゴ
ミ
・

放
射
性
廃
棄
物

ま
だ
復
興
に
ほ
ど
遠

い
福
島
原
発
事
故
周

辺
の
現
状
と
そ
の
教
訓
も

生
か
す
こ
と
な
く
、
多
く

の
国
民
の
稼
働
反
対
に
耳

を
貸
さ
ず
に
、
原
発
再
稼

働
を
決
行
す
る
国
に
対
す

る
町
長
の
所
見
は
。

　

ま
た
、
低
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
・
埋
設
管
理
で

も
３
６
５
年
は
か
か
る
と

い
う
核
の
ゴ
ミ
に
対
す
る

町
長
の
考
え
を
。

核
廃
絶
に
つ
い
て
は

様
々
な
議
論
や
解
釈
、

運
動
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を

ふ
ま
え
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
と
い
う
議
論

も
含
め
国
民
全
体
の
共
通

理
解
に
立
っ
て
、
今
後
の

こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
、
私
自
身
も
勉
強
し
て

い
き
た
い
。

を
求
め
る
要
望
を
行
な
っ

て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
艇
庫
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
の
整

備
も
必
要
で
、
そ
の
整
備

方
法
と
財
政
支
援
も
関
係

機
関
に
要
望
し
て
お
り
、

今
年
度
中
に
結
論
が
出
る

も
の
と
思
っ
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
合
宿

２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
に

は
県
周
辺
で
合
宿
を
行
な

う
参
加
国
が
あ
る
と
思
う

が
、
カ
ヌ
ー
選
手
の
動
き

な
ど
を
把
握
し
て
い
る
か
。

競
技
種
目
に
よ
っ
て

違
い
は
あ
る
が
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場

選
手
等
は
現
時
点
で
決
定

さ
れ
て
い
な
い
。
候
補
選

手
や
出
場
に
向
け
た
遠
征
、

合
宿
と
い
う
観
点
で
は
、

比
較
的
小
規
模
の
選
手
団

で
複
数
種
目
の
競
技
選
手

を
迎
え
る
県
内
２
市
か
ら
、

カ
ヌ
ー
選
手
の
合
宿
地
と

し
て
月
山
湖
を
使
用
し
た

い
旨
の
打
診
は
あ
る
。

憲
法
９
条

安
倍
首
相
は
憲
法
９

条
に
３
項
を
追
加
し

て
自
衛
隊
を
書
き
込
み
、

２
０
２
０
年
の
施
行
を
め

ざ
す
と
言
う
。
戦
争
を
す

る
国
に
し
な
い
た
め
に
、

世
界
が
羨
望
す
る
憲
法
９

条
を
堅
持
し
、
憲
法
を
活

か
し
た
平
和
な
日
本
を
築

く
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
世

界
に
波
及
す
る
と
考
え
る
。

立
憲
主
義
へ
の
考
え
も
合

わ
せ
、
町
長
の
所
見
を
。

憲
法
は
国
民
の
権
利

や
自
由
を
守
る
た
め

に
国
民
が
定
め
た
最
高
法

規
で
あ
る
。
ま
さ
に
立
憲

主
義
で
あ
り
、
第
９
条
の

み
な
ら
ず
尊
重
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。

　

個
人
の
基
本
的
人
権
が

保
障
さ
れ
、
個
人
の
権
利

や
自
由
が
侵
害
さ
れ
な
い

た
め
に
、
国
民
が
憲
法
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
観
点

で
は
「
憲
法
第
９
条
を
守

り
抜
き
」
と
い
う
よ
り

「
憲
法
第
９
条
を
守
ら
せ

る
」
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

の
負
担
金
が
カ
ヌ
ー
競
技

と
登
山
大
会
で
１
千
６
８

４
万
４
千
円
で
あ
る
。

　

カ
ヌ
ー
競
技
で
の
経
済

効
果
は
、
概
算
で
最
も
大

き
な
も
の
は
、
選
手
、
監

督
等
の
宿
泊
関
係
で
約
３

千
１
０
０
万
円
と
推
計
し

て
い
る
。

　

そ
の
他
、
町
内
小
売
店

に
お
け
る
飲
食
品
や
土
産

品
な
ど
の
購
買
関
係
で
約

７
０
０
万
円
、
会
場
設
営

に
関
し
て
の
業
務
委
託
等

で
も
大
き
な
経
済
効
果
が

あ
っ
た
も
の
と
み
て
い
る
。

　
非
核
平
和
宣
言

核
兵
器
の
な
い
世
界

を
実
現
し
な
け
れ
ば

真
の
平
和
は
な
い
。
西
川

町
の
平
和
宣
言
の
垂
れ
幕

に
「
非
核
平
和
」
と
す
べ

き
で
は
。

平
和
の
町
宣
言
に
は

「
核
兵
器
の
廃
絶
」

と
い
う
文
言
が
あ
り
、
既

に
核
兵
器
の
廃
絶
を
含
め

た
宣
言
と
な
っ
て
い
る
。

　

富
山
県
で
開
催
さ
れ
た

全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会

や
、
月
山
湖
で
開
催
さ
れ

た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
カ
ヌ
ー

競
技
な
ど
で
、
町
内
の
中

学
生
、
高
校
生
が
と
も
に

素
晴
ら
し
い
成
績
を
上
げ
、

高
校
生
は
男
女
と
も
に
総

合
優
勝
を
遂
げ
た
。

　

今
後
、
カ
ヌ
ー
の
町
を

ど
う
生
か
す
の
か
、
次
の

質
問
を
す
る
。

費
用
対
効
果
は

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
カ
ヌ

ー
競
技
の
費
用
対
効

果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

費
用
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
人
件
費
等

を
除
き
、
実
行
委
員
会
へ

　

今
年
は
戦
後
72
年
目
に

あ
た
る
。
町
の
戦
没
者
は

６
２
５
名
だ
が
、
遺
族
の

参
列
者
は
78
名
の
町
慰
霊

祭
だ
っ
た
。
戦
争
体
験
者

が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
。

新
聞
に
「
終
戦
72
年
、
揺

ら
ぐ
不
戦
」
と
あ
っ
た
。

今
、
日
本
は
ま
さ
に
戦
争

か
平
和
か
の
岐
路
に
立
っ

て
い
る
。

　

８
月
29
日
、
北
朝
鮮
が

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し

た
。
国
際
社
会
が
対
話
に

よ
る
解
決
を
模
索
し
て
い

る
中
で
、
そ
れ
に
逆
行
す

る
行
為
だ
。
緊
張
は
高
ま

っ
て
い
る
が
、
そ
の
解
決

に
は
対
話
の
道
し
か
な
い
。

平
和
を
守
る
た
め
に
、
思

想
や
信
条
の
違
い
を
超
え

て
力
を
合
わ
せ
る
と
い
う

思
い
で
次
の
質
問
を
す
る
。

問問

問

問問

問 問

答答

答

答答

答答

奥山　敏行　議員

一 般 質 問

カヌー関連のイベントを創出しカヌーの町西川をＰＲ町長

４
人
の
一
般
質
問

飯野　咲子　議員

一 般 質 問

核なき世界が実現されることを望んでいる町長

核兵器
廃　絶 平和を守る取組みを

観光
対策 カヌーの町をこれからどう生かすのか

▲ ドラゴンカヌー

▲ 戦没者追悼式

▲

平
和
の
町
宣
言
の
懸
垂
幕

▲

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
カ
ヌ
ー

問答
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４
人
の
一
般
質
問

４
人
の
一
般
質
問

モニターの声 （一般質問）農地の活用には、農業者及び農業法人へのさらなる支援が必要と思う。

こ
れ
ま
で
の
施
策
の

取
組
み
に
よ
り
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

実
現
は
図
ら
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
得
る
体
制
の
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

町
内
介
護
施
設
の

利
用
状
況

①
ケ
ア
ハ
イ
ツ
西
川

の
利
用
者
と
待
機
者

は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
く
ら

い
い
る
か
。

②
小
規
模
多
機
能
居
宅
介

護
「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ

し
え
西
川
」
の
利
用
状
況

を
把
握
し
て
い
る
か
。

①
現
在
の
ケ
ア
ハ
イ

ツ
西
川
の
入
所
者
は

96
人
で
あ
る
。
待
機
者
は

30
人
で
、
そ
の
う
ち
在
宅

で
の
待
機
者
は
11
人
で
あ

る
。

②
と
こ
し
え
西
川
の
利
用

登
録
定
員
29
人
の
う
ち
、

現
在
の
利
用
登
録
は
22
人

で
あ
る
。
利
用
実
績
は
７

月
の
１
日
平
均
で
通
所
が

12
・
３
人
、
宿
泊
が
６
・

関
や
各
地
区
公
民
館
な
ど

の
施
設
、
小
中
学
校
な
ど

に
も
掲
示
し
て
お
り
、
町

民
の
目
に
触
れ
る
機
会
は

あ
る
。
あ
る
程
度
の
認
識

と
理
解
を
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
が
、

さ
ら
に
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

町
民
歌町

民
歌
は
ど
の
程
度

の
方
が
歌
え
る
の
か
。

防
災
行
政
無
線
で
午
後
６

時
に
毎
日
流
し
て
は
ど
う

か
。

町
を
象
徴
す
る
歌
で

あ
り
、
生
涯
学
習
関

係
の
行
事
等
で
は
よ
く
歌

わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
積

極
的
に
歌
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

基
本
条
例

第
６
次
西
川
町
総
合

計
画
の
「
み
ん
な
が

主
役
運
動
」
の
西
川
町
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、

町
民
に
何
を
求
め
て
い
る

の
か
。
ま
た
町
民
の
理
解

５
人
、
訪
問
介
護
が
３
・

５
人
で
あ
る
。

　

２
階
の
サ
ー
ビ
ス
付
高

齢
者
向
け
住
宅
は
、
定
員

11
人
中
、
６
人
の
入
居
で

あ
る
。

在
宅
介
護
者
へ
の

手
厚
い
援
護

①
寝
た
き
り
介
護
者

激
励
金
は
35
人
に
一

律
１
万
円
を
支
給
し
て
い

る
。
議
会
で
は
増
額
支
給

を
政
策
提
言
し
た
が
、
実

施
で
き
な
か
っ
た
理
由
は

何
か
。

②
家
族
介
護
者
交
流
事
業

を
実
施
し
て
い
る
が
、
参

加
者
が
２
回
で
25
人
と
少

度
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

６
次
総
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
行

政
と
地
域
が
連
携
し
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
づ

く
り
や
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
を
説
明

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
制
定
後
、
時

間
が
経
過
し
、
意
識
や
関

心
な
ど
も
薄
れ
て
き
て
い

る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
今

後
、
策
定
を
予
定
し
て
い

る
６
次
総
の
後
期
計
画
及

び
実
施
計
画
の
見
直
し
に

際
し
、
町
民
に
も
再
認
識

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

幸
福
指
標

ま
ち
自
慢
運
動
の

「
西
川
町
版
幸
福
指

標
の
創
設
」
は
「
に
し
か

わ
じ
ま
ん
」
の
冊
子
が
第

一
歩
と
い
う
が
、
そ
の
第

二
歩
は
何
か
。

対
応
を
進
め
る
た
め
、

昨
年
７
月
に
「
里
山

社
会
・
文
化
研
究
所
」
を

設
置
し
た
。
町
民
や
地
域

な
く
、
参
加
で
き
な
か
っ

た
方
１
０
１
人
に
、
介
護

者
激
励
品
を
贈
っ
て
い
る
。

本
来
の
交
流
事
業
の
趣
旨

を
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
り
、

本
事
業
を
見
直
す
べ
き
で

な
い
か
。

①
現
金
給
付
よ
り
も

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
定

期
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
が
、
在
宅
介
護
者
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
の

声
が
多
く
聞
か
れ
る
。

②
家
族
介
護
者
交
流
事
業

を
始
め
た
当
時
は
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
や
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

少
な
く
、
家
族
介
護
者
が

気
を
休
め
る
時
が
な
か
っ

た
。
そ
ん
な
方
々
が
１
日

で
も
気
を
休
め
る
機
会
を

設
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で

始
め
た
事
業
で
あ
る
。
現

在
は
様
々
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
が
図
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
事
業
へ
の
参
加

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
も

の
と
捉
え
て
い
る
。
今
後

は
ニ
ー
ズ
を
き
ち
ん
と
把

握
し
、
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

全
体
で
、
町
な
ら
で
は
の

宝
を
掘
り
起
こ
し
、
調
査
、

研
究
、
検
証
を
行
な
い
、

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
価
値

観
の
創
出
を
目
指
す
。
そ

の
価
値
観
に
基
づ
き
人
材

育
成
を
行
な
い
、
町
の
優

位
性
を
発
信
し
て
い
く
。

研
修
員
の
公
募

里
山
社
会
・
文
化
研

究
所
は
、
４
つ
の
大

学
の
先
生
の
ほ
か
、
町
民

か
ら
公
募
す
る
研
修
員
で

構
成
す
る
と
し
て
い
る
が
、

ま
だ
公
募
し
て
い
な
い
。

動
き
が
遅
い
の
で
は
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
そ

の
体
制
や
基
盤
づ
く

り
を
行
な
っ
て
い
る
段
階

で
あ
り
、
そ
の
進
捗
状
況

を
ふ
ま
え
て
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

３
２
人
い
る
が
、
介
護
す

る
人
、
介
護
さ
れ
る
人
双

方
が
65
歳
以
上
の
老
老
介

護
の
実
態
を
ど
う
把
握
し

て
い
る
か
。

二
人
暮
ら
し
老
人
世

帯
の
う
ち
要
介
護
１

以
上
の
方
が
い
る
の
は
30

世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
家
族
が
い
る
世

帯
に
お
い
て
介
護
す
る
方

が
65
歳
以
上
の
世
帯
は
、

76
世
帯
で
あ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

実
現
の
体
制
づ
く
り

厚
生
労
働
省
で
は
重

度
の
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
住
ま
い
、
医
療
、
介

護
、
予
防
、
生
活
支
援
を

一
体
的
に
提
供
で
き
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
実
現
し
た
い
と
し

て
い
る
。
本
町
の
体
制
づ

く
り
は
ど
の
程
度
進
ん
で

い
る
の
か
。

し
か
わ
ま
ち
」
と
呼
ぶ
と

理
解
し
て
い
る
。

　

町
民
へ
の
周
知
に
つ
い

て
、
行
政
に
関
す
る
文
書

や
事
業
な
ど
で
は
呼
び
方

の
統
一
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
な
る
べ
く
ふ
り
が
な

を
付
け
る
な
ど
の
対
応
を

図
り
た
い
。

町
民
憲
章

昭
和
59
年
に
「
町
民

憲
章
」
や
町
の
木
・

花
等
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

町
民
の
理
解
度
は
。

現
在
、
特
別
な
周
知

は
行
な
っ
て
い
な
い

が
、
役
場
庁
舎
の
１
階
玄

　

西
川
町
の
高
齢
化
率
は

41
・
３
％
と
山
形
県
内
ト

ッ
プ
で
あ
る
。
ま
た
、
一

人
暮
ら
し
世
帯
２
３
０
世

帯
の
う
ち
75
歳
以
上
の
老

人
世
帯
は
１
５
４
世
帯
、

二
人
暮
ら
し
老
人
世
帯
は

３
１
９
世
帯
で
、
合
わ
せ

て
５
５
０
世
帯
が
老
人
世

帯
に
な
っ
て
い
る
。
老
老

介
護
も
増
え
つ
つ
あ
る
と

思
わ
れ
、
在
宅
介
護
を
含

め
、
高
齢
者
の
介
護
福
祉

の
更
な
る
充
実
が
求
め
ら

れ
る
の
で
、
次
の
質
問
を

す
る
。

老
老
介
護
の
実
態

本
町
の
要
介
護
認
定

者
は
３
４
４
人
で
、

介
護
施
設
利
用
者
は
１
１

２
人
、
在
宅
介
護
者
は
２

　

西
川
町
の
正
し
い
呼
び

方
や
基
本
的
な
条
例
等
を
、

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、

町
民
に
周
知
徹
底
し
て
い

く
の
か
を
問
う
。

西
川
町
の
正
し
い
呼
称
は

昭
和
29
年
に
合
併
し

西
川
町
が
誕
生
し
て

か
ら
「
に
し
か
わ
ま
ち
」

が
正
式
な
呼
称
で
あ
る
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
理
解

し
、
正
し
く
呼
び
合
う
こ

と
が
必
要
。
そ
の
町
民
の

方
々
へ
の
周
知
の
方
法
は
。

市
町
村
の
名
称
は
地

方
自
治
法
第
３
条
第

１
項
に
「
従
来
の
名
称
に

よ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
条
例
で
は
呼
び
方
を

規
定
し
て
い
な
い
た
め
、

従
来
の
名
称
で
あ
る
「
に

問

問問

問問問

問

問問

問

答

答答答

答

答

答答

答 答

宮林　昌弘　議員

一 般 質 問

多様なニーズに応え得る体制を整備していきたい町長

佐藤　耕二　議員

一 般 質 問

再認識していただくよう努めていく町長

ま　ち
づくり 町の基本的な考え方を周知するには 介護 老老介護の実態と地域包括ケアシステムづくり

▲

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え

▲ にしかわ自慢の冊子

▲ 町民憲章
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会　　計 歳入総額 歳出総額 差引残額
一　般　会　計 62億   910万円 57億9,652万円 4億1,258万円

特
別
会
計

国民健康保険
事業勘定 7億9,927万円 7億5,075万円 4,852万円
施設勘定（大井沢診療所） 323万円 317万円 6万円

簡易水道 5,755万円 5,638万円 117万円
公共下水道事業 1億6,329万円 1億6,259万円 70万円
農業集落排水事業 2,527万円 2,479万円 48万円
寒河江ダム周辺施設管理事業 405万円 380万円 25万円
後期高齢者医療 8,425万円 8,407万円 18万円
介護保険 6億9,945万円 6億9,002万円 943万円
宅地造成事業 4万円 4万円 0円

合　　計 80億4,550万円 75億7,213万円 4億7,337万円

（万円未満四捨五入）一般会計・特別会計決算状況

会　　計 収　入　額 支　出　額 収支差引額

病院事業会計
収益的（医業にかかる収入、支出） 6億6,188万円 6億5,879万円 309万円
資本的（補助金収入、施設の建設改良費など） 1,686万円 7,399万円 △5,713万円

水道事業会計
収益的（料金収入、施設の維持管理費など） 1億3,878万円 1億2,685万円 1,193万円
資本的（補助金収入、施設の建設改良費など） 4,004万円 6,950万円 △2,946万円

（万円未満四捨五入）事業会計決算状況

◆
平
成
28
年
度
財
政
の

　
　
　

健
全
化
比
率
報
告

　

公
債
費
の
減
少
に
よ
り
、
実

質
公
債
費
比
率
は
９
・
９
％
で

０
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
と
改
善
し

た
。

　

地
方
債
残
高
や
退
職
手
当
負

担
見
込
額
な
ど
の
増
加
は
あ
る

が
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
健

全
化
の
判
断
比
率
と
な
っ
て
い

る
将
来
負
担
比
率
は
６
・
９
％

で
前
年
度
よ
り
０
・
３
ポ
イ
ン

ト
減
と
改
善
し
た
。

◆
監
査
委
員
の
意
見

　

28
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
、
事
業
会
計
の
計
数
は
正

確
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　

財
政
状
況
は
、
経
常
収
支
比

率
（
必
ず
必
要
な
金
額
の
割

合
）
は
87
・
７
％
で
、
昨
年
度

よ
り
４
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

た
。
一
方
、
一
般
会
計
の
町
債

残
高
は
67
億
７
４
７
７
万
８
千

円
と
な
り
、
５
億
９
１
０
万
６

千
円
増
加
し
た
。
財
政
調
整
基

金
残
高
は
17
億
５
９
８
万
１
千

円
と
な
り
、
２
億
２
９
２
５
万

４
千
円
減
少
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
も
多
く
、
本
町

の
財
政
運
営
は
今
後
と
も
厳
し

い
状
況
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
。

　

自
主
財
源
で
あ
る
町
税
の
的

確
な
賦
課
、
徴
収
に
努
め
る
と

と
も
に
、
国
、
県
に
対
し
て
、

地
方
交
付
税
な
ど
安
定
的
な
財

政
運
営
に
必
要
な
財
源
が
確
保

で
き
る
よ
う
、
所
要
の
措
置
を

講
じ
る
こ
と
を
強
く
働
き
か
け

る
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
歳
出
は
、
今
後
、
義
務

的
経
費
が
増
加
す
る
半
面
、
補

修
の
必
要
な
橋
梁
の
増
加
な
ど

が
見
込
ま
れ
る
。
政
策
の
優
先

順
位
を
明
確
に
し
、
事
務
事
業

の
点
検
や
、
西
川
町
総
合
施
設

等
管
理
計
画
に
基
づ
く
公
共
施

設
等
の
適
正
な
管
理
な
ど
、
行

政
経
費
の
節
減
・
効
率
化
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

社
会
経
済
情
勢
が
急
変
す
る

中
、
町
の
発
展
に
向
け
、
第
６

次
西
川
町
総
合
計
画
や
西
川
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
掲
げ
た
人
口
維
持
や

少
子
対
策
、
産
業
振
興
、
高
齢

者
福
祉
な
ど
の
諸
施
策
や
７
つ

の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

す
る
た
め
、
健
全
で
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
一
層
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

西
川
町
監
査
委
員　
髙
橋　

將

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
幸
吉

モニターの声 （議員懇談会）議員のなり手不足は大変な問題だと思う。

太
陽
光
パ
ネ
ル

総
務
費
の
光
熱
水
費
が
前

年
比
で
94
％
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

効
果
と
い
う
が
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
効
果
は
。

環
境
関
係
に
使
用
。
環
境

に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
バ
ッ
テ
リ
ー
に
流
し
て

使
っ
て
い
る
。

せ
せ
ら
ぎ
団
地

せ
せ
ら
ぎ
団
地
の
１
区
画

を
町
が
買
い
上
げ
た
が
、

　

平
成
28
年
度
決
算
審
査
に
か

か
る
決
算
特
別
委
員
会
（
議
長

と
議
選
監
査
委
員
を
除
く
８
名

で
構
成
）を
、９
月
８
日
か
ら
４

回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
事
業
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
に
つ
い
て
慎
重
に
審

査
し
た
結
果
、
全
員
賛
成
で
認

定
し
ま
し
た
。

そ
の
用
途
や
管
理
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

建
設
水
道
課
に
草
刈
り
等

を
お
願
い
し
て
い
る
。
利

用
希
望
者
を
探
し
て
い
る
。

非
常
備
消
防

各
地
区
の
消
防
団
員
の
、

平
日
に
対
応
可
能
な
人
数

を
把
握
し
て
い
る
か
。

把
握
し
て
い
る
。

　
　消

防
用
の
箱
に
入
っ
て
い

る
ホ
ー
ス
の
劣
化
状
況
の

確
認
は
、
誰
が
行
な
う
の
か
。

地
域
防
災
の
中
で
お
願
い

し
た
い
。

職
員
提
案
制
度

以
前
は
ふ
る
さ
と
ク
ー
ポ

ン
や
自
然
水
の
製
造
、
ま

ち
づ
く
り
応
援
団
な
ど
が
あ
っ

た
が
、
平
成
28
年
度
の
職
員
提

案
11
件
で
政
策
に
取
り
上
げ
て

い
る
も
の
は
あ
る
か
。

政
策
に
反
映
で
き
る
提
案

は
な
か
っ
た
。

公
用
車
管
理

公
用
車
を
総
務
課
の
一
括

管
理
と
し
て
は
ど
う
か
。

現
状
の
と
お
り
管
理
す

る
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
は
一

元
管
理
し
て
い
る
。

防
災
行
政
無
線

設
置
は
助
か
っ
て
い
る
。

災
害
時
に
は
電
気
も
使
え

な
く
な
る
が
、
そ
の
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

本
部
と
や
り
取
り
が
で
き

る
ア
ン
サ
ー
バ
ッ
ク
は
14

か
所
に
あ
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
が

装
備
さ
れ
て
い
て
、
電
源
が
遮

断
さ
れ
て
も
72
時
間
は
放
送
、

交
信
が
で
き
る
。

ア
ン
サ
ー
バ
ッ
ク
に
鍵
が

つ
い
て
い
る
。
緊
急
時
に

使
い
づ
ら
い
の
で
は
。

１
ボ
ッ
ク
ス
に
鍵
が
３
個

つ
い
て
い
る
。
設
置
さ
れ

て
い
る
ボ
ッ
ク
ス
す
べ
て
に
同

じ
鍵
が
使
え
る
。
各
地
区
の
活

動
に
も
活
用
し
て
慣
れ
て
ほ
し

い
。

町
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
と
き
に
、
防
災
行
政

無
線
の
活
用
は
で
き
る
の
か
。

防
災
行・
・政
無
線
な
の
で
、

各
課
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、

緊
急
で
な
い
も
の
は
朝
８
時
30

分
に
流
す
。
今
後
も
活
用
し
て

い
く
。
地
域
で
も
お
祭
り
等
に

活
用
し
て
ほ
し
い
。

決 算 特 別 委 員 会
平成28年度一般会計
特別会計、事業会計 決算審査

問問

問 問

問問 問

答

答答答

問問 答答 答

答 答

質
疑
・
応
答

平成28年度西川町の財政の健全化判断比率
実質公債費比率 将来負担比率

全会計の償還額が標準
財政規模に占める割合

【25％以内であること】

将来一般会計から負担されると
想定される金額等が標準財政規
模に占める割合

【350％以内であること】

９.９％ ６.９％

※参考　河北町:12.8%
大江町:4.5%　　朝日町:1.5%

※参考　河北町:52.6%　
大江町:38.6%　　朝日町:－

▲ 第2庁舎車庫
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地
籍
調
査

地
籍
図
の
修
正
が
４
件
あ

る
が
、
そ
の
内
容
は
。
今

後
も
修
正
が
出
て
く
る
の
か
。

当
時
の
調
査
が
現
況
主
義

で
、
１
件
は
長
い
池
を
新

た
に
測
量
し
、
図
面
を
作
る
経

費
が
か
か
っ
た
。
他
の
３
件
は

県
の
道
路
工
事
等
の
際
、
そ
の

測
量
の
一
環
で
実
施
し
て
も
ら

い
、
町
と
し
て
費
用
は
か
か
ら

な
か
っ
た
。
今
後
、
発
生
し
な

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

狂
犬
病
予
防
接
種

犬
を
飼
っ
た
場
合
、
自

主
登
録
な
の
か
、
そ
れ

に
対
し
て
の
接
種
率
１
０
０
％

な
の
か
。

24
年
度
か
ら
の
事
業
で
合

計
39
基
に
な
っ
て
い
る
。

薪
ス
ト
ー
ブ
16
基
、
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
23
基
で
あ
る
。

小
水
力
発
電
事
業

建
物
は
完
成
し
た
が
、
発

電
ま
で
の
予
定
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

水
車
の
発
注
を
行
な
い
、

現
在
は
、
配
管
工
事
や
水

槽
、
土
木
工
事
等
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
機
械
を
設
置
し
、

30
年
夏
ご
ろ
か
ら
試
験
運
転
を

行
う
な
ど
、
11
月
か
ら
の
発
電

に
向
け
て
進
め
て
い
る
。

仁
田
山
放
牧
場

現
在
の
、
観
光
面
の
活
用

状
況
は
。

積
極
的
に
オ
ー
プ
ン
し
て

は
い
な
い
が
、
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
要
望
に
応
え
て

い
る
。
特
に
人
数
制
限
も
な
く
、

曜
日
も
希
望
に
応
じ
て
い
る
。

結
構
、
人
は
入
っ
て
い
る
。　

啓
翁
桜
の
加
温
ハ
ウ
ス

吉
川
に
新
築
し
た
が
、

利
用
が
終
わ
っ
た
後
で

別
の
何
か
に
利
用
す
る
考
え
は
。

施
設
は
町
が
補
助
金
を
交

付
し
て
、
農
協
が
管
理
し

て
い
る
。
２
、
３
月
に
な
る
と

空
い
て
く
る
。
ふ
き
の
と
う
な

ど
の
考
え
は
あ
る
が
、
誰
が
や

る
か
が
課
題
に
な
る
。
農
協
と

話
を
し
な
が
ら
何
と
か
で
き
な

い
か
と
思
案
し
て
い
る
。

平
成
25
年
か
ら
弓
張
平
、

大
井
沢
で
確
認
さ
れ
、昨

年
か
ら
小
山
地
区
の
わ
ら
び
園

が
荒
ら
さ
れ
て
い
る
。今
年
、
沼

の
平
の
じ
ゃ
が
い
も
畑
が
荒
ら

さ
れ
た
。
昨
冬
に
捕
獲
さ
れ
た

が
、
繁
殖
力
が
高
く
、
被
害
の

拡
大
が
心
配
さ
れ
る
。
小
山
地

区
に
は
く
く
り
罠
を
仕
掛
け
て

い
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

現
在
23
名
だ
が
、毎
年
、減

っ
て
い
る
。
そ
の
対
策
を

ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
か
。

隊
員
が
高
齢
に
な
っ
て
い

る
。
20
代
の
町
職
員
１
人

が
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
。
猟

友
会
頼
み
に
な
っ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
新
た
な
隊
員
の
確
保

が
検
討
課
題
で
あ
る
。

薪
ス
ト
ー
ブ
利
用
拡
大
支
援

こ
れ
ま
で
補
助
を
受
け
た

台
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

放
射
能
測
定

予
算
は
国
か
ら
来
る
の
か
。

測
定
場
所
は
ど
こ
で
、
誰

が
行
な
う
の
か
。

町
の
単
独
予
算
で
あ
る
。

西
川
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
空
間
線
量
を
測
定
し
て
い

る
。
町
民
税
務
課
の
職
員
が
担

当
し
て
い
る
。

鳥
獣
被
害
（
イ
ノ
シ
シ
）

イ
ノ
シ
シ
が
捕
獲
さ
れ
た
。

被
害
状
況
は
ど
の
程
度
か
。

狂
犬
病
対
策
な
の
で
、
登

録
は
義
務
に
な
っ
て
い
る
。

登
録
し
て
い
な
い
犬
の
飼
い
主

に
町
が
指
導
し
て
登
録
を
さ
せ

た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
台
帳
と

照
合
し
な
が
ら
１
０
０
％
実
施

し
て
い
る
。

環
境
問
題
・
油
漏
れ

油
漏
れ
が
９
件
あ
っ
た
と

聞
い
た
が
、
ど
の
よ
う
な

状
態
で
、
そ
の
際
は
ど
の
よ
う

な
届
出
が
必
要
か
。
油
の
流
出

量
に
も
よ
る
の
か
。

漏
れ
た
量
に
規
定
は
な
い
。

消
防
な
ど
が
出
動
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
個
人
負
担
が

発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
。
寒
河

江
川
や
電
気
川
（
導
水
路
）
に

流
れ
る
と
大
ご
と
に
な
る
。
町

と
し
て
は
お
知
ら
せ
版
で
広
報

す
る
し
か
な
い
。
県
企
業
局
や

消
防
で
も
広
報
を
行
っ
て
い
る
。

モニターの声 （委員会構成紹介）常任委員の写真は、顔と名前を一致させる工夫があればよかった。

ま
ち
づ
く
り
応
援
団

趣
旨
は
何
か
。
こ
の
頃
、

懇
親
会
の
み
の
イ
メ
ー
ジ

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

本
来
の
趣
旨
は
町
民
と
の

交
流
、
町
に
対
す
る
協
力
、

支
援
、
提
案
等
を
い
た
だ
く
こ

と
。
団
員
の
高
齢
化
も
あ
り
、

新
た
な
団
員
の
加
入
や
役
員
の

世
代
交
代
な
ど
に
よ
り
、
趣
旨

に
沿
っ
た
動
き
が
で
き
る
よ
う

今
後
と
も
連
携
、
打
合
わ
せ
を

行
な
っ
て
い
く
。

に
し
か
わ
薪ま
き

火び

と人
の
会

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
な

っ
て
い
る
の
か
。
メ
ン
バ

ー
の
人
数
は
。

森
林
関
係
に
興
味
を
持
つ

方
々
で
、
森
林
を
生
か
し

た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

学
習
会
、
研
修
会
を
行
な
っ
て

い
る
。
会
員
は
10
人
程
度
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

腰
か
け
で
終
わ
っ
て
い
る

感
じ
で
、
定
住
目
的
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。
ど
う
い
う

進
め
方
で
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

当
初
、
協
力
隊
の
趣
旨
を

尊
重
す
る
形
で
取
り
組
ん

で
き
た
。
目
的
を
明
確
に
し
、

支
援
も
想
定
し
て
事
業
を
実
施

す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

協
力
隊
は
何
人
か
。
ど
こ

で
も
西
川
町
の
よ
う
な
対

応
、
取
り
組
み
か
。

現
在
４
人
。
報
酬
は
国
の

基
準
が
あ
り
、
町
で
は

16
万
６
千
円
。
ど
の
自
治
体
も

こ
れ
く
ら
い
だ
と
思
う
。
住
居

も
町
が
用
意
す
る
。
そ
の
他
雑

費
に
つ
い
て
は
町
村
に
よ
り
違

い
が
あ
る
が
、
標
準
的
な
対
応

を
し
て
い
る
。

税　

金税
収
は
ず
っ
と
減
り
続
け

る
。
何
か
対
策
を
講
じ
て

い
な
い
の
か
。
東
北
電
力
に
対

し
て
新
た
な
設
備
投
資
の
要
請

な
ど
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

寒
河
江
ダ
ム
関
係
の
償
却

資
産
の
減
に
よ
り
固
定
資

産
税
が
毎
年
減
っ
て
い
る
の
は

事
実
だ
が
、
東
北
電
力
に
対
す

る
資
産
投
資
の
面
で
は
、
月
に

１
回
事
業
等
含
め
て
説
明
に
来

ら
れ
た
際
に
お
願
い
し
て
い
る
。

滞
納
対
策

前
任
の
町
税
相
談
員
が
辞

め
ら
れ
て
、
現
在
は
ど
の

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。

募
集
に
対
し
３
名
の
応
募

が
あ
り
、
銀
行
員
経
験
者

で
、
山
形
市
の
60
歳
の
方
を
６

月
か
ら
お
願
い
し
て
い
る
。
収

納
は
順
調
で
良
い
傾
向
に
あ
る
。

臨
時
福
祉
給
付
金

給
付
率
が
１
０
０
％
に
な

っ
て
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

該
当
者
は
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
抽
出
し
通
知
す
る
。
返

事
が
な
い
方
に
は
数
回
通
知
を

出
し
な
が
ら
、
電
話
も
し
て
い

る
。
消
費
税
引
き
上
げ
の
た
め

の
交
付
で
、
引
き
上
げ
反
対
な

の
で
受
け
取
ら
な
い
と
言
う
方

や
、
３
千
円
な
ら
申
請
が
面
倒

な
ど
と
言
う
方
も
い
て
92
％
に

な
っ
た
。
係
と
し
て
粘
り
に

粘
っ
て
こ
の
数
値
で
あ
る
。

問問

問問問問

問問 問問

答答答

答 答答

問 問 問問答 答 答 答答

答答答答

▲

ま
ち
づ
く
り
応
援
団
に
よ
る

昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
植
樹
祭

問問問 答答

▲ 油流出事故処理

▲ 仁田山放牧場 ▲ 狂犬病予防接種の標識
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通　

学中
学
校
保
護
者
と
の
話
し

合
い
で
、
間
沢
、
沼
山
の

生
徒
の
通
学
に
つ
い
て
、
雨
の

日
の
バ
ス
通
学
を
実
施
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。
学

校
や
保
護
者
、
教
育
委
員
会
の

三
者
で
協
議
す
る
場
を
持
つ
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
充

分
な
理
解
を
い
た
だ
い
て

い
な
い
と
思
う
。
機
会
を
捉
え

て
趣
旨
説
明
な
ど
を
進
め
て
行

き
た
い
。

モニターの声 （常任委員会報告）報告事項の記事なので、小見出しは白抜き文字より単純にスミ文字で良いと思う。

毎
年
額
も
増
え
て
き
て
お

り
、
考
慮
し
な
が
ら
財
源

と
し
て
の
検
討
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

ク
ラ
ス
編
制

現
在
の
中
学
校
１
年
生
は

小
学
校
３
年
生
の
時
か
ら

１
学
級
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
。

人
数
が
増
え
な
け
れ
ば
中
学
校
卒

業
ま
で
１
学
級
の
編
制
と
な
る
。

そ
の
他
に
も
保
護
者
に
と
っ
て

様
々
な
心
配
が
あ
る
と
思
う
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
に
対
し
、
町

は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

山
形
県
は
少
人
数
学
級
編

制
「
さ
ん
さ
ん
プ
ラ
ン
」

で
35
人
学
級
を
進
め
て
い
る
。

１
学
年
１
学
級
は
常
態
化
し
、

９
年
間
同
じ
環
境
で
過
ご
す
こ

と
と
な
る
。
現
在
、
町
で
は
一

人
ひ
と
り
に
き
め
細
か
な
学
習

を
提
供
す
る
た
め
、
中
学
校
に

２
人
、
小
学
校
に
４
人
の
学
習

生
活
指
導
教
員
を
配
置
し
、
で

き
る
だ
け
複
数
体
制
で
指
導
し

て
い
る
。

大
入
間
川
橋
の
架
け
替
え

豪
雨
災
害
に
遭
っ
た
大
入

間
川
橋
の
架
け
替
え
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

昨
年
度
は
補
修
が
可
能
か

ど
う
か
専
門
家
の
調
査
を

受
け
た
。
そ
の
結
果
、
補
修
で

は
な
く
架
け
替
え
を
行
な
う
と

し
た
が
、
ま
だ
実
施
設
計
ま
で

至
っ
て
い
な
い
。

浄
化
槽
設
置
補
助

補
助
事
業
の
対
象
範
囲
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

基
本
的
に
は
個
人
に
対
す

る
補
助
だ
が
、
店
舗
な
ど

の
併
用
住
宅
に
つ
い
て
も
補
助

は
可
能
で
あ
る
。

住
宅
建
築
支
援
事
業

以
前
は
工
事
量
も
か
な
り

多
か
っ
た
が
、
平
成
28
年

度
は
新
築
２
件
、
リ
フ
ォ
ー
ム

20
件
で
、
予
算
執
行
率
も
33
％

と
低
い
。
町
内
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
は
ほ
と
ん
ど
収
束
状

態
ま
で
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

１
２
０
０
万
円
程
の
需
要

が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
２
年

は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
と
併
せ
て
浄
化
槽
の
補
助

に
つ
い
て
も
今
回
は
４
件
と
い

う
こ
と
で
比
例
し
て
お
り
、
落

ち
着
い
て
き
た
と
考
え
る
。

雇
用
対
策

各
地
区
の
首
長
選
挙
に
お

い
て
公
約
に
雇
用
対
策
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
町
長
も
所

信
表
明
の
中
で
産
業
振
興
を

図
っ
て
雇
用
を
増
や
す
と
述
べ

た
が
、
定
住
人
口
確
保
の
面
か

ら
も
大
事
な
問
題
で
あ
る
。
予

算
書
を
見
て
も
雇
用
対
策
が
少

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

雇
用
に
対
す
る
町
長
の
考
え
を

聞
き
た
い
。

全
国
的
に
雇
用
の
ニ
ー
ズ

は
上
向
い
て
い
る
。
以
前

か
ら
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
た

が
、
そ
の
観
点
で
は
非
常
に
厳

し
い
面
が
あ
る
。
特
に
、
最
近

は
中
小
企
業
を
含
め
て
海
外
へ

企
業
が
進
出
し
て
い
る
。
本
町

の
よ
う
な
中
山
間
地
は
企
業
を

誘
致
し
て
も
労
働
力
が
足
り
な

い
。
地
場
産
業
を
い
か
に
進
め

て
、
総
合
産
業
、
農
業
関
係
、

観
光
関
係
で
雇
用
の
確
保
が
で

き
な
い
か
と
い
う
の
が
、
こ
れ

ま
で
一
貫
し
た
考
え
だ
。

西
川
町
雇
用
確
保
対
策
事
業

予
算
額
の
積
算
に
つ
い
て

の
考
え
方
は
。

町
内
の
企
業
に
勤
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
町
内
に
勤
め
た
方
に
10
万
円
、

そ
の
受
入
企
業
に
も
10
万
円
交
付

す
る
こ
と
と
し
、
３
人
分
を
計
上

し
て
い
る
。

町
長
交
際
費

町
長
交
際
費
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

町
民
の
厳
し
い
目
が
あ
る

と
捉
え
て
い
る
。
極
力
、

最
小
限
の
費
用
で
と
い
う
気
持

ち
で
事
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。

里
山
社
会
・
文
化
研
究
所

里
山
社
会
文
化
よ
り
も
、

里
山
を
活
用
し
た
町
づ
く

り
を
、
ど
う
進
め
る
べ
き
か
。

方
向
性
も
含
め
て
、
即
、
見
直

し
を
図
る
べ
き
事
業
で
な
い
か
。

町
の
里
山
文
化
を
掘
り
起

こ
し
、
町
民
に
誇
り
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
大
学
の

先
生
方
に
は
中
央
の
情
報
を
町

に
生
か
し
て
も
ら
う
。
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
は
人
で
あ
り
、
人

材
育
成
を
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
実
施
し
た
い
の
で
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
。

第
３
セ
ク
タ
ー
修
繕
費

修
繕
費
が
４
件
で
、
水
沢

温
泉
、
大
井
沢
温
泉
の
管

理
経
費
と
修
繕
費
を
合
わ
せ
て

７
０
０
万
円
に
な
る
。
発
芽
胚

芽
米
の
製
造
施
設
と
修
繕
費
で

６
７
０
万
円
で
あ
る
。

　

こ
う
い
う
維
持
管
理
を
し
て

い
る
な
ら
黒
字
を
出
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
赤
字

に
な
っ
て
い
る
。
出
資
者
で
あ

る
町
長
は
ど
う
考
え
、
社
長
で

あ
る
副
町
長
は
、
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。

施
設
そ
の
も
の
は
行
政
と

し
て
大
き
な
目
的
を
推
進

す
る
た
め
に
整
備
を
し
て
き

た
も
の
で
、
不
採
算
の
部
分

は
、
当
然
町
が
責
任
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
町
長

答
弁
）

　

20
万
円
以
下
の
修
繕
は
会
社

が
、建
物
は
町
の
施
設
な
の
で
町

が
、そ
れ
ぞ
れ
行
な
う
。第
３
セ

ク
タ
ー
は
、営
利
を
追
求
す
る
だ

け
の
会
社
で
は
な
い
。黒
字
を
目

指
し
て
セ
ー
ル
ス
等
に
努
め
て
い

る
が
、思
う
よ
う
に
い
か
な
い
。

　

ま
た
町
内
の
活
性
化
を
妨
げ

る
も
の
で
は
な
く
、
町
内
の
物

を
販
売
し
て
い
る
の
で
、
利
益

は
少
な
い
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

で
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
（
副

町
長
答
弁
）

ふ
る
さ
と
納
税

基
金
積
立
金
も
１
億
円
台
に
達

し
、
あ
り
が
た
い
。
使
い

道
に
つ
い
て
、
28
年
度
に

５
千
万
円
を
使
っ
て
い
る
。
１

事
業
に
使
え
ば
大
き
な
事
業
が

で
き
る
と
思
う
が
、
あ
ま
り
に

多
方
面
に
一
般
財
源
化
し
て
使

わ
れ
、
問
題
で
あ
る
。
本
来
の

使
い
方
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

問問問問

問問

問問

答答答

答答

問

問

問答

答答答

答答　

次
の
１
件
の
議
案
が
上
程

さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

☆
平
成
29
年
度
町
道
向
の
原

　

橋
橋
梁
補
修
工
事
請
負
契

　

約
の
締
結

＊
契
約
金
額

　
　
　
　

６
千
１
０
２
万
円

＊
契
約
相
手
方

　
　

月
山
建
設 

株
式
会
社

＊
契
約
の
方
法

　
　
　
　
　

指
名
競
争
入
札

＊
工
期

　
　
　

平
成
29
年
12
月
15
日

　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

工
事
期
間
中
の
全
面

通
行
止
め
の
予
定
は
。

現
時
点
で
は
、
片
側
交

互
通
行
で
対
応
し
、
全

面
通
行
止
め
を
せ
ず
に
施
工

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
第
3
回
臨
時
会

7
月
27
日
開
催

問答

▲ バス通学の様子（西川中）

▲

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
大
入
間
川
橋

▲

イ
チ
オ
シ
の
返
礼
品　

「
地
ビ
ー
ル
月
山
」

▲

里
山
社
会
・
文
化
研
究
所

設
立
会
議
の
様
子
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あ
る
団
体
の
役
員
会（
会

議
）を
行
な
う
場
合
な
ど
、

交
流
セ
ン
タ
ー
あ
い
べ
に
無
料

で
利
用
で
き
る
部
屋
が
ほ
し
い
。

他
市
町
で
は
解
放
し
て
い
る
部

屋
が
あ
る
。

事
務
室
隣
の
町
立
図
書
館

を
会
議
で
使
って
い
る
場
合

が
あ
る
。利
用
方
法
な
ど
を
調
べ

て
み
る
。

そ
の
他

ゆ
る
キ
ャ
ラ「
ガ
ッ
さ
ん
」

は
、い
つ
か
ら
現
れ
た
の

か
わ
か
ら
な
い
。
西
川
町
を

P
R
す
る
の
だ
か
ら
そ
の
効

果
を
き
ち
ん
と
把
握
す
べ
き
だ
。

意
見
と
し
て
参
考
に
す
る
。

モニターの声 （建設現場視察）新体育館の写真が、「明るい色彩の体育館」と説明書きがあるのに、カラー写真でないのが残念。

防
　
災

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、

仕
事
の
終
わ
り
を
知
ら
せ

て
く
れ
る
夕
方
６
時
の
放
送
は

役
に
立
つ
。
昼
の
時
間
も
何
ら

か
の
放
送
が
で
き
な
い
か
。

防
災
行
政
無
線
の
放
送
に

つ
い
て
は
、家
の
中
で
は
う

る
さ
い
な
ど
の
声
も
あ
り
、検
討

し
て
い
き
た
い
。

災
害
に
備
え
た
避
難
所
の

確
保
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

来
年
は
旧
入
間
小
学
校
の

解
体
が
予
定
さ
れ
、避
難

場
所
の
確
保
に
つ
い
て
議
論
し
て

い
く
。

山
が
お
金
に
な
る
こ
と
を

示
す
必
要
が
あ
る
。

県
で
は
県
産
材
を
奨
励
し

て
い
る
が
、
町
の
長
期
賃

貸
住
宅
は
西
山
材
を
使
っ
て
い

な
い
。
使
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

体
育
館
に
多
く
の
木
材
を

使
う
な
ど
の
工
夫
も
し
て

い
る
。今
後
と
も
西
山
材
の
利
用

に
つ
い
て
申
し
入
れ
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
が
増
え
て
い
る

半
面
、
狩
猟
人
口
が
減
っ

て
い
る
。
そ
の
対
策
を
す
る
べ

き
だ
。
ま
た
※
ジ
ビ
エ
な
ど
の

活
用
も
考
え
て
ほ
し
い
。

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
に

つ
い
て
は
ご
意
見
の
と
お

り
。
ま
た
、
ジ
ビ
エ
に
は
一
つ

の
町
だ
け
で
の
解
決
は
難
し
い

面
も
あ
る
と
の
見
解
も
あ
る
。

 
４
地
区
と
の
対
話
の
集
い
に
つ
い

て
は
、参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の

質
問
、意
見
に
対
し
て
議
員
が

回
答
し
た
内
容
を
、抜
粋
し
て

紹
介
し
ま
す
。

議
会
に
対
し
て

議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問

を
読
ん
で
も
詳
細
が
分
か

ら
な
い
。

字
数
や
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で

詳
細
を
伝
え
に
く
い
。今

後
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

農
林
業

西
川
町
の
農
業
に
対
す
る

議
会
の
考
え
方
は
。

町
で
は
総
合
産
業
や
山
菜

王
国
と
言
っ
て
い
る
が
、産

業
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
な
い
。

園
芸
農
業
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
が
、中
途
半
端
に
感
じ
る
。

　

町
内
の
個
人
商
店
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
。後
継
者
不
足
も
影

響
し
て
お
り
、農
業
も
同
じ
問

題
を
抱
え
て
い
る
。耕
作
放
棄
地

対
策
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

農
業
の
法
人
化
が
必
要
と

思
う
が
。

や
る
気
の
あ
る
人
が
経
営

し
、そ
こ
で
働
く
人
を
雇
え

れ
ば
…
と
思
う
。

西
川
町
で
は
林
業
に
も
っ

と
力
を
入
れ
る
べ
き
。

　

今
回
は
７
月
25
日
か
ら
８
月
22
日
に
か
け
て
、間
沢
、吉
川
、

入
間
、大
井
沢
の
４
地
区
と
、西
川
町
商
工
会
、西
川
中
学
校

保
護
者
、西
川
町
を
元
気
に
す
る
会
Ｇ
Ｅ
Ｎ
の
３
団
体
と
の

対
話
の
集
い
を
行
な
い
、様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

▲防災行政無線
　　（海味公民館付近）

問問

問 問

問 問

問 問

答

答 答 答

答答

答 答

第7回町民と議会の対話の集い【間沢、吉川、入間、大井沢】
４
地
区
で
出
さ
れ
た
意
見
や
質
問
な
ど

防
災
行
政
無
線
が
設
置
さ

れ
た
が
、
避
難
命
令
、
避

難
確
認
に
つ
い
て
活
用
の
仕
方

を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

設
備
が
で
き
た
の
で
活
用

の
仕
方
を
充
実
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
様
々
な
災
害
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
基
準
を
作
る

か
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

人
口
減
少
・
高
齢
化

人
口
減
少
が
止
ま
ら
な
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り

町
民
の
意
見
を
聞
い
て
そ
の
対

策
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

人
口
減
少
は
全
国
的
な
現

象
で
あ
り
、減
る
速
度
を

遅
ら
せ
る
施
策
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

町
内
会
の
合
併
が
話
題
に

な
る
等
、
人
口
減
少
に
よ

る
影
響
は
大
き
い
。
議
論
を
大

い
に
し
て
ほ
し
い
。

一
家
転
出
を
無
く
す
こ
と

が
大
切
。ま
た
、I
J
U
W

タ
ー
ン
の
人
も
一
緒
に
地
区
を

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。西
川

町
は
外
か
ら
見
る
と
観
光
資
源

に
も
恵
ま
れ
、「
田
舎
生
活
」の

有
意
義
な
点
も
町
全
体
で
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
年
度
か
ら
免
許
返
納
者

に
２
万
円
の
タ
ク
シ
ー
券

を
出
し
て
い
る
が
、
１
年
だ
け

で
な
く
数
年
間
に
し
て
ほ
し
い
。

様
々
な
ご
意
見
が
あ
る
。今

後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

新
し
い
体
育
館
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
専
門
の

体
育
指
導
員
を
配
置
し
て
ほ
し

い
。

使
い
勝
手
の
良
い
体
育
館

に
し
て
い
く
た
め
に
も
町
と

話
し
て
い
き
た
い
。

町
営
バ
ス
の
寒
河
江
行
き

は
便
利
に
な
っ
た
が
、
午

前
10
時
頃
の
も
の
を
増
便
で
き

な
い
か
。

通
学
、通
勤
を
考
え
た
運
行

ダ
イ
ヤ
に
な
っ
て
い
る
が
、今

後
と
も
町
民
の
足
に
繋
が
る
施

策
と
し
て
町
と
話
し
合
って
い
く
。

月
山
銘
水
館
の
食
券
自
動

販
売
機
は
お
客
さ
ま
に
喜

ば
れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
宴
会
な
ど
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

い
ろ
い
ろ
意
見
が
あ
る
。宴

会
は
夜
６
時
か
ら
や
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、金
土
日
の
３
日
間

だ
け
の
営
業
で
あ
る
。

問問 答答問

答答答 問問

▲町営バス
 「道の駅にしかわ寒河江駅線」

答答 問問

答答 問問

▲ ガッさん

※
ジ
ビ
エ
と
は
、

　
　

狩
猟
で
得
た
野
生
鳥
獣
の
食
肉
を
意
味

す
る
言
葉
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
貴
族
の
伝
統
料
理
と
し
て
古
く
か

ら
発
展
し
て
き
た
食
文
化
。

今後も対話をしながら住みよい西川町へ！



18西川町議会だより 第102号　19 モニターの声 （対話の集い告知）各地区だけでなく「ＧＥＮ」や「西川中保護者」との対話の集いも予定されているのは良いと思う。

関
連
関
連

関
連
関
連

【商工会・中学校保護者・GEN】【商工会・中学校保護者・GEN】

まちづくり
◆若者向けの政策が分かりにくい。
◆町の政策が悪い流れを防げるのか疑問だ。
◆どんな会合をしてもいつも同じメンバーで、新しい
　アイディアや提案が出るわけない。

◆図書館には良い本がたくさんある。

学校生活・通学

人口減少
◆西川町にはアパート形式の住宅がなく、若者の
　選択肢がなかった。みどり団地にある若者定住
　促進住宅のようなものがあれば定着に結びつく。
◆結婚すると町外に移ることが多い。西川町は、
　地域の維持に必要な事業がたくさんあり、若者
　には煩わしいことなのではないか。
◆若者が別居を望むのであれば町内の空き家の利
　用を進めてみてはどうか。

雪対策

空き家対策

◎高齢者にとって冬の雪下ろしが無け
　れば住めるという人が多い。豪雪に
　対して国の補助制度を要望してほし
　い。

◎過疎化が進んで空き家が問題に
　なっている。冬期間の雪下ろし
　が大変だ、30万円もかかると
　ころがある。

▼冬以外は自転車通学をしているが、雨が降る
　と親が乗せて行く。夏冬ともスクールバスの
　利用を可能にしてほしい。特に沼山地区は夕
　方暗くなると、地形的にも危険を伴う。
▼学校の方針によることで、ＰＴＡと学校、教育
　委員会などとの検討の場が必要だ。昔と状況
　が変わっている。現実に合わせた通学安全対
　策として考えるべき。

交通機関

生涯学習

◎スキー客が激減している。将来が心配である。

◎バブル期まではスキー客が多かったが、以前に比
　べて３割まで激減している。年齢層の高いスキー
　客が多くリピーターになっている。
◎観光コースに半日コース、一日コースを作り、外
　国人観光も含め、観光ガイドの養成が必要である。

◎夏山登山は、中高年者と若い人も来るが、将来、　
　孫の代にどうなるのか心配だ。
◎インバウンドに対応できる観光ガイドの養成が必
　要である。

観光産業

◎町営バスが寒河江まで運行されるようになっ
　たが、谷地への路線も考えてほしい。

◎運転のできない高齢者などを対象とするタク
　シーの乗り合わせ特区 ( タクシー互助会等 ) を
　考えてほしい。

◎姥沢の山小屋の空き家が２軒あり、ぼろぼろ
　で印象が悪い。空き家の解体補助を考えても
　らいたい。

◆西川町には楽しめる観光地があるので、良い  
　ところに気づいてもらうためにも、町民の意
　識を変えていく必要がある。

◆買物をする所が少ない。品物の安い方に客は流れる。
◆直売所には安いものが多くある。

◆顔の見える販売も大変良い。
◎町民の買い物支援として移動販売車は有効だ。これ
　に対する何らかの事業補助が必要である。
◎フレカ事業に 20 万円の補助があるが運営する上で
　大変になっている。町民の買い物支援の観点から増
　額支援をお願いしたい。
◎プレミアム付商品券 2,000 万円分の商品券は 4 日
　で完売した。
◎プレミアム付商品券とフレカ券協力商店の売り上げ
　は伸びている。

買物問題

◆町内の店が連携してネットスーパー（通信販売）　
　などのシステムを作れないだろうか。高齢者など
　にタブレット端末を配布して、買物や図書館の利
　用などにも活かせるのでは。

◆最初から「婚活」を前面に出したイベントをやって
　も人は集まらない。難しいことを言わずに楽しいこ
　とをやった方が良い。

出会い 結　婚
◆西川町には、カフェもなく、出会いの場がない。
　時代に合わせた改革が必要だ。

◆町内外の人を集めてイベントを組んでいる。２回、
　３回と実施しているうちにまた来たいという気持
　ちになる。交流を通して結婚に結びつけることも
　大切だ。

◆交流イベント「夏の陣」では寒河江ダムでカ
　ヌーを体験した。
◆大井沢の伝承館で大自然とのふれあい体験を
　した。
◆交流イベント「冬の陣」ではスノートレッキ
　ング体験や交流会をした。

◎町営バスは空車が多い。バスを小型化すべき
　である。

▼小学校が統合して、９年間同じクラスになる
　ので２クラスに分けることは出来ないか。
▼保育園から中学校まで同じメンバーで生徒間
　の切磋琢磨がない。刺激がない。保護者から
　現状を訴え、意見交換の場を持つことが望ま
　しいのではないか。
▼部活動について、新人戦に２年連続出場でき
　ないと廃部になる。部活動が縮小することに
　なり問題だ。子どもの望みをかなえてやりた
　いが止むを得ない。
▼町外の中学校と合同での部活動はできないだ
　ろうか。また、どの部活動に力を入れるのか
　など学校側と検討をしていくべきだ。

　
西
川
町
議
会
だ
よ
り
で
は
見

た
こ
と
の
な
い
紙
面
が
登
場
し
て

驚
か
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。

　
今
回
の
各
団
体
（
商
工
会
、

中
学
校
保
護
者
、Ｇ
Ｅ
Ｎ
）
と
の

対
話
の
集
い
は
、
出
席
者
が
と

も
に
意
見
を
述
べ
合
う
形
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
他

の
分
野
と
関
連
づ
け
て
考
え
る
こ

と
の
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
紙
面
で
の
紹
介
に

あ
た
っ
て
は
、問
答
方
式
よ
り
も
、

こ
の
よ
う
な
図
表
を
用
い
る
こ
と

と
し
、
意
見
を
整
理
し
た
場
合

の
一
例
と
し
て
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ど
こ
か
ら
読
み
始
め

て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

ここに皆さんのご意見を記入して、それが他の
どんな意見とつながるか、考えてみませんか？

①各団体と個別に開催した対話の集いにおいて
　交わされた主な意見について、関連すること
　がらを矢印で示しています。
②どの「対話の集い」で出された意見なのかは、
　それぞれの文頭のマークでご確認ください。
　　◎：商工会、▼：西川中保護者、◆：ＧＥＮ
③上記はそれぞれの所属の方だけでなく、議員
　個人の意見も同じように扱っていますので、
　その点をご承知おきください。

この表の見方

町民と議会の対話の集い第7回第7回
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常 任 委 員 会 報 告

こんな活動を しています　産業建設
常任委員会

総務厚生
常任委員会

 

「
女
性
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
の
事
務
調
査
を
実
施

 

旧
西
部
中
学
校
体
育
館
な
ど
の
現
地
視
察
を
実
施

　

今
年
度
の
本
委
員
会
の
事
務

調
査
項
目
の
一
つ
で
あ
る
「
女

性
が
活
躍
で
き
る
町
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
７
月
24
日
、
本
町

の
「
女
性
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

会
議
」
の
事
務
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

７
月
６
日
、
旧
西
部
中
学
校

体
育
館
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
志

津
地
区
地
す
べ
り
対
策
工
事
現

場
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

◆
旧
西
部
中
学
校
体
育
館

　

及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

平
成
25
年
１
月
に
、
ケ
ー
シ

ー
フ
レ
ー
ム
㈱
に
無
償
譲
渡
さ

れ
た
旧
西
部
中
学
校
体
育
館
の

◆
設
置
の
目
的

　

西
川
町
第
６
次
総
合
計
画
で

は
「
キ
ラ
リ
☆
月
山　

健
康　

元
気　

に
し
か
わ
」
を
テ
ー
マ

に
３
つ
の
町
民
運
動
と
５
つ
の

基
本
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
基
本
目
標
の
１
つ
に

「
子
ど
も
や
若
者
の
笑
顔
あ
ふ

れ
女
性
が
い
き
い
き
す
る
町
づ

く
り
」
を
掲
げ
、
女
性
が
活
躍

で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
女
性
の
視
点

や
発
想
の
導
入
を
行
な
う
動
機

づ
け
と
と
も
に
、
そ
の
自
発
的

か
つ
主
体
的
な
行
動
を
促
し
て

い
く
機
会
づ
く
り
を
行
う
た
め
、

「
女
性
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
会

議
」
を
発
足
し
取
り
組
み
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

◆
会
議
の
メ
ン
バ
ー

　

応
募
の
あ
っ
た
14
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
事
業
費

　

平
成
28
年
度
決
算
額
22
万
９

３
１
３
円
で
、
支
出
事
由
は
講

現
状
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
産
業
廃
棄
物

を
置
い
て
い
ま
し
た
が
、
付
近

の
方
々
か
ら
の
申
し
入
れ
を
受

け
て
体
育
館
内
に
保
管
し
て
い

ま
す
。
無
償
譲
渡
の
際
に
は
工

場
と
し
て
使
用
す
る
と
い
う
話

で
し
た
が
、
現
在
は
、
工
場
と

し
て
機
能
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
志
津
地
区

　

地
す
べ
り
対
策
工
事
現
場

　

大
越
川
と
中
沼
沢
川
の
対
策

工
事
に
つ
い
て
、
現
地
に
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

大
越
川
に
お
い
て
は
16
基
の

地
下
水
汲
み
上
げ
機
械
が
稼
働

中
で
、
今
年
度
は
集
水
井
設
置

工
事
が
実
施
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

中
沼
沢
川
に
お
い
て
は
異
形

ブ
ロ
ッ
ク
積
に
よ
る
床
固
工
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、
重
機
の
無

線
操
作
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

モニターの声 （議会広報研修会）議会だよりのクリニックの評価は参考になった。

▲ 体育館内部を確認

▲ ステージ前の状況

▲ 重機の無線操作 ▲ 地下水汲み上げ機械

師
謝
礼
、
講
師
旅
費
、
事
務
費

及
び
会
議
費
で
す
。

　

平
成
29
年
度
予
算
額
は
33
万

２
０
０
円
で
す
。

◆
事
業
経
過

　

平
成
28
年
度
は
女
性
に
よ
る

町
づ
く
り
会
議
を
５
回
開
催
し

た
ほ
か
、
活
動
報
告
会
、
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
ら
ぼ
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
２
回
、

星
空
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
会
場
の
下

見
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
展
開

　

次
の
事
業
の
開
催
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

・
星
空
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
森
の
探
検
隊

・
料
理
教
室

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
視
察

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

本
委
員
会
か
ら
ひ
と
こ
と

　

今
後
、
仲
間
を
多
く
集
め
、

女
性
の
視
点
で
町
を
展
望
し
、

町
長
に
政
策
提
言
で
き
る
よ
う

な
活
発
な
活
動
に
な
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。

▲

5
月
に
行
わ
れ
た
「
女
性
に
よ
る　

ま
ち
づ
く
り
発
表
会
」

▲

9
月
に
行
わ
れ
た　
　

「
星
空
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
準
備
の
様
子　
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議
会
全
員
協
議
会

■
９
月
７
日　
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
報
告
ほ
か

議
会
運
営
委
員
会

■
７
月
18
日　

第
３
回
臨
時
会
の
運
営

■
８
月
21
日　

第
３
回
定
例
会
の
運
営

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

■
７
月
24
日　

�

事
務
調
査
「
女
性
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
現
状
」

■
９
月
６
日　

事
務
事
業
評
価
に
係
る
所
管
課
の
聴
取
ほ
か

■
10
月
10
日　

事
務
事
業
評
価
と
り
ま
と
め

■
10
月
10
日　

事
務
調
査
「
介
護
保
険
の
現
状
と
課
題
」

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
７
月
25
日　

事
務
事
業
評
価
の
対
象
選
考
ほ
か

■
９
月
６
日　

事
務
事
業
評
価
に
係
る
所
管
課
の
聴
取
ほ
か

■
10
月
10
日　

事
務
事
業
評
価
と
り
ま
と
め

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

■
７
月
20
～
21
日　

行
政
視
察
研
修

■
９
月
７
日　

編
集
会
議

■
９
月
20
日　

編
集
会
議

■
９
月
25
日　

第
１
回
校
正

■
10
月
２
日　

第
２
回
校
正
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
指
導

■
10
月
５
日　

第
３
回
校
正

■
10
月
11
日　

第
４
回
校
正

議議
会会
のの
動動
きき

読
み
親
し
ま
れ
る

議
会
だ
よ
り
に

地
域
が
元
気
に
な
ら
な
い

　
　
　
　
観
光
は
ダ
メ
！

行
政
視
察
報
告

　

広
報
公
聴
常
任
委
員
会
で
は
、町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
親
し
ん
で

読
ん
で
い
た
だ
け
る「
議
会
だ
よ
り
」を
目
指
す
べ
く
、７
月
20
日
、

21
日
に
、岩
手
県
雫
石
町
議
会
と
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
議
会
で
の
行

政
視
察
研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
「
し
ず
く
い
し
議
会
だ
よ
り
」

は
、
平
成
４
年
５
月
に
創
刊
以

来
、
今
年
７
月
に
１
０
２
号
が

発
行
さ
れ
、
編
集
は
議
会
広
報

編
集
特
別
委
員
会
の
７
名
の
委

員
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
間
４
回
の
発
行
で
、
１
回

あ
た
り
５
６
０
０
部
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

◎
雫
石
町
議
会

　

編
集
に
関
し
て
は
、
①
議
会

の
活
動
状
況
を
町
民
に
わ
か
り

や
す
く
知
ら
せ
る
。
②
町
民
の

関
心
が
高
い
と
思
わ
れ
る
議
案

等
を
優
先
的
に
掲
載
す
る
。
③

町
民
か
ら
見
た
議
会
へ
の
提
言

を
掲
載
す
る
。
な
ど
を
基
本
方

針
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
大
の
特
徴
は
全
国

的
に
も
め
ず
ら
し
い
横
組
み
紙

面
、
つ
ま
り
紙
面
が
全
て
横
書

き
の
文
章
と
な
っ
て
い
る
点
で

す
。
平
成
16
年
の
第
50
号
か
ら

「
目
先
を
変
え
る
」
と
い
う
理

由
で
始
め
ら
れ
た
横
組
み
紙
面

は
、
結
果
と
し
て
町
民
の
方
々

に
受
け
入
れ
ら
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
27
日
、
山
辺
町
役
場
で
開
催
さ
れ

た
村
山
地
方
町
村
議
会
議
長
会
の
議
員
合

同
研
修
会
に
、
議
員
全
員
で
出
席
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
仙
台
支
社
長
や

㈱
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
常
務
取
締
役
な
ど

を
歴
任
し
、
現
在
は
大
正
大
学
地
域
構
想

研
究
所
の
教
授
の
清
水
愼
一
氏
を
講
師
に
、

「
こ
れ
か
ら
の
観
光
地
域
づ
く
り
戦
略
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
観
光
戦
略
の
基
本
を
「
観

光
地
域
づ
く
り
」
と
し
、
そ
の
地
域
に
暮

ら
す
生
活
者
の
視
点
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

ス
ト
ー
リ
ー
に
基
づ
き
、
滞
在
体
験
交
流

型
観
光
を
目
指

す
こ
と
の
重
要

性
な
ど
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

本
町
の
観
光
産

業
推
進
に
も
生

か
せ
る
内
容
で

あ
り
、
大
変
有

意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
し
ち
が
は
ま
議
会
だ
よ
り
」

は
、
昭
和
59
年
７
月
に
創
刊
以

来
、
今
年
７
月
に
１
３
２
号
が

発
行
さ
れ
、
編
集
は
、
議
会
広

報
編
集
特
別
委
員
会
の
７
名
に

よ
り
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
間
４
回
の
発
行
で
、
１
回

あ
た
り
６
７
５
０
部
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
４
年
に
第
11
回
宮
城
県

町
村
議
会
広
報
選
考
会
で
入
選

以
来
、
平
成
23
年
に
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
最
優
秀
賞
を
獲
得
さ
れ

た
ほ
か
、
５
回
の
奨
励
賞
受
賞

な
ど
、
全
国
的
に
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

編
集
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的

な
考
え
方
は
「
読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
く
、
親
し
ま
れ
る

議
会
広
報
」
を
目
指
す
こ
と
で

雫石町
（しずくいしちょう）

人口：16,988人
（平成29年８月）

面積：609㎢
議員定数：16人

七ヶ浜町
（しちがはままち）

人口：18,983人
（平成29年９月）

面積：13㎢
議員定数：14人

あ
り
、
特
に
、
写
真
は
動
き
の

あ
る
も
の
を
で
き
る
だ
け
大
き

く
載
せ
、
文
字
数
を
減
ら
し
、

余
白
を
多
く
と
り
、
見
や
す
い

レ
イ
ア
ウ
ト
に
す
る
こ
と
を
心

が
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
編
集
マ
ニ

ュ
ア
ル
と
し
て
ま
と
め
、
編
集

に
あ
た
る
委
員
が
変
わ
ら
れ
て

も
議
会
広
報
が
大
き
く
変
わ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。

 　

今
回
の
行
政
視
察
研
修
に
よ

り
、
余
白
の
取
り
方
や
文
字
数

の
制
限
、
写
真
の
掲
載
方
法
な

ど
、
本
町
議
会
だ
よ
り
の
編
集

の
上
で
大
い
に
参
考
と
な
る
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

何
よ
り
住
民
の
方
々
が
関
心

を
持
っ
て
い
る
内
容
を
記
事
に

す
る
こ
と
で
、
き
ち
ん
と
読
ん

で
い
た
だ
け
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
今
後
の

西
川
町
議
会
だ
よ
り
の
編
集
、

発
行
に
、
大
い
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
視
察
を
終
え
て

◎
七
ヶ
浜
町
議
会

モニターの声 （裏表紙）栄光スポ少の活動の様子が詳しくわかり、大変良いと思う。

　よりわかりやすく、読みやすい「議会だより」にするためには、町民の皆さんのご意見
が欠かせません。１年間よろしくお願いいたします。

※モニターの皆さんから寄せられた意見の一部は、毎回議会だよりで紹介します。
※�昨年10月から１年間、読者モニターを務めていただいた10人の皆さん、ご協力ありがと
うございました。
※�前回の記事ではモニターの期間を２年としていましたが、より多くの方々からモニター
を務めていただきたいという理由から、従来どおり１年とさせていただきます。ご了承
ください。

10人の新たな読者モニターが決定
～親しまれる「議会だより」をめざして～
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発
行

／
山

形
県

西
村

山
郡

西
川

町
議

会
　

編
集

／
広

報
公

聴
常

任
委

員
会

　
　

　
　

〒
990-0792　

山
形

県
西

村
山

郡
西

川
町

大
字

海
味

510　
TEL 0237-74-5055　

FAX 0237-74-2601　
印

刷
／

寒
河

江
印

刷
㈱

平
成

29年
10月

16日
発

行
102号

次回定例会は
12月です

皆さん傍聴して
みませんか

（12月4日～8日の予定）

パソコンのインターネット
でもご覧いただけます

議会へのおさそい

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　
　

議　
　

長　

伊
藤　

哲
治

《
編
集
委
員
》

　
　

委
員
長　

大
江　

広
康

　
　

副
委
員
長　

飯
野　

咲
子

　
　

委　
　

員　

宮
林　

昌
弘

　
　

委　
　

員　

佐
藤　

幸
吉

　
　

委　
　

員　

横
山　
　

修

●
ご
感
想
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
区
の
敬
老
会
に
参
加
し
て

て
、
思
い
が
け
な
い
嬉
し
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
顔
を

見
る
な
り
「
憲
法
９
条
は
変
え

で
は
だ
め
だ
、
守
ら
ん
な
ね

な
」
と
凛
と
し
た
声
で
、
大
き

な
笑
顔
で
話
し
か
け
て
く
だ
さ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
堅
持
派
！
お
酒
を

お
注
ぎ
し
て
、
大
い
に
語
り
合

い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
広
報
公
聴
常
任
委

員
会
研
修
も
ま
た
ひ
と
し
お
、

印
象
に
残
る
い
い
研
修
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

読
ん
で
も
ら
え
る
紙
面
づ
く

り
に
精
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
飯
野
咲
子
）

が
９
人
に
満
た
ず
試
合
も
出
ら

れ
な
い
状
況
だ
っ
た
の
を
考
え

る
と
、
こ
れ
は
「
歴
史
的
勝

利
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
君
た
ち
は
強
く
な
っ
た
。
そ

し
て
君
た
ち
は
強
い
！
」

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

　

野
球
に
限
ら
ず
団
体
競
技
は

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
で
す
。

野
球
は
、
両
方
の
チ
ー
ム
に
攻

撃
と
守
備
の
機
会
が
平
等
に
与

え
ら
れ
、
攻
撃
に
関
し
て
は
一

人
ひ
と
り
に
そ
の
機
会
が
ま
わ

っ
て
き
ま
す
。
た
と
え
守
備
で

エ
ラ
ー
を
し
て
も
、
自
分
や
チ

ー
ム
メ
イ
ト
の
攻
撃
で
挽
回
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
個
人

が
ミ
ス
を
し
て
も
、
そ
れ
を
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
で
解
決
で
き
る
こ

「元気な子どもたち」シリーズ ２

計
９
人
の
団
員
が
い
ま
す
。
お

気
づ
き
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

野
球
は
最
低
９
人
必
要
な
ス
ポ

ー
ツ
で
す
の
で
、
団
員
全
員
、

与
え
ら
れ
た
役
割
を
フ
ル
パ
ワ

ー
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
朗
監
督
の
下
、
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
、
守
備
練
習
、
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
練
習
な
ど
野
球
を
す

る
た
め
の
基
本
動
作
や
ル
ー
ル

な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
、
大
会

や
交
流
試
合
に
向
け
て
練
習
を

し
て
い
ま
す
。

歴
史
的
勝
利

　

今
回
は
議
会
だ
よ
り
の
表
紙

で
子
ど
も
た
ち
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。
実
は
こ
の
撮
影

が
行
わ
れ
る
前
に
試
合
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
な
、
な
ん
と
何

年
ぶ
り
か
の
勝
利
を
手
に
し
た

直
後
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
も

こ
の
日
は
二
試
合
行
わ
れ
、
二

試
合
と
も
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
努
力
、
監
督
の

ご
指
導
、
保
護
者
の
サ
ポ
ー
ト

が
実
を
結
び
、
達
成
さ
れ
た
も

の
だ
と
、
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
。
勝
つ
こ
と
が
全
て
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
毎
試
合
負
け
て

ば
か
り
で
、
昨
年
は
メ
ン
バ
ー

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

　

西
川
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
毎

週
土
日
の
午
前
に
、
西
川
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
６
年
生
５
人
、
５

年
生
３
人
、
４
年
生
１
人
の
合

と
や
、
失
敗
し
て
も
や
り
直
せ

る
（
失
敗
を
恐
れ
な
い
）
こ
と
、

仲
間
に
助
け
ら
れ
た
り
助
け
て

あ
げ
た
り
す
る
こ
と
を
、
野
球

を
通
じ
て
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
子
ど
も
た

ち
は
い
ろ
ん
な
場
面
で
「
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
」
が
必
要
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
経
験
が
、
少

し
で
も
生
か
さ
れ
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
憧
れ
の
プ
ロ
野
球

選
手
に
な
れ
て
も
、
な
れ
な
く

て
も
、
そ
の
時
与
え
ら
れ
た
中

で
の
プ
ロ
を
目
指
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

保護者会長　大泉 匡寛さ ん （海味）
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